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テブフェノジド（CAS no. 112410-23-8） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

テブフェノジドの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、エク

ダイソン受容体への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)エクダイソン受容体への作用 

 Nakagawaら(2000)によって、テブフェノジドについて(試験濃度の記載なし)、ツマジロクサヨ

トウ(Spodoptera fruguperda) Sf-9 細胞(無傷細胞)用いたエクダイソン受容体結合阻害試験が検

討されている。その結果として、IC50値 0.00155μM(=0.546μg/L、計算値)の濃度でポナステロン

A 0.38～0.68nM に対する結合を阻害した。  

想定される作用メカニズム：エクダイソン受容体アゴニスト 

 Nakagawaら(2002)によって、テブフェノジドについて(試験濃度の記載なし)、ショウジョウバ

エ Kc 細胞(無傷細胞)用いたエクダイソン受容体結合阻害試験が検討されている。その結果と

して、IC50値 0.407μM(=143μg/L、計算値)の濃度でポナステロン A 0.3～0.4nM に対する結合を

阻害した。 

想定される作用メカニズム：エクダイソン受容体アゴニスト 

 Tarrant ら(2011)によって、テブフェノジド 0.001、0.01、0.1、１、10、100、1,000μM=(0.352、

3.52、35.2、352、3,520、35,200、352,000μg/L)の濃度で、アメリカンロブスター(Homarus 

americanus)由来エクダイソン受容体 ECRb (クローニング後レチノイド X受容体と同時大量発

現)を用いた結合阻害試験が検討されている。その結果として、IC50 値 59μM(=20,800μg/L、計

算値)の濃度でポナステロン A５nM に対する結合を阻害した。 

想定される作用メカニズム：エクダイソン受容体への作用 

  

示唆された作用 
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（平成 27年度第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 1より抜粋） 

 


